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入迄季党

f: (A,B)→Rに対して，
(m/n"na/va/ue)を持つとは，

幸奉Ac－さ C__GT6 13 e-J、 C Cや8
入迄發鴬

f: (A,B)→Rに対して, fがt=cE(A,B)において極小値 ：
(m/"ﾉma/va/ue)を持つとは，ある6>0が存在して

/(t)ど/(c) (c-6<t<c+6).

が成立するときです／がt=cE(A,B)において極大値(m/ax"刀a（；
va/ue)を持つとは,ある6>0が存在して

f(t)≦f(c) (c-6<t<c+6).

が成立するときです．
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逗三蚕、 。
らt==cに近づけると: t→c+0

f'(c)≧0

．他方, tを左からt==cに近づけると: t→c－0

f'(c)≦0
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